








 

研究目的 

昭和50年度研究において,我々はSFD出生歴を有する小人症に対し,下垂体性小

人症に対しては人成長ホルモン(HGH)療法,他の小人症に対しては蛋白同化ステ

ロイド,甲状腺ホルモン剤単独または併用療法を行い,身長,体重増加に及ぼす

効果を報告した。しかし身長増加療法の目的は成人年令に至った際の最終身長

を少しでも大きくすることであり,そのためには,治療中に骨年令が促進しすぎ

ないような適切な治療条件の検討が必要である。 


